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貴重図書紹介─ラウル・デュフィの挿絵本『生命の水：花と果物の精神』
Discussion of a Rare Book—Eaux-de-vie: Esprit de la Fleur et du Fruit, Illustrated by Raoul Dufy

黒澤 美子
KUROSAWA Yoshiko

1.	 はじめに

　明るい色彩と伸びやかな筆致の絵画や、多彩なテキスタイ

ルを手がけた20世紀フランスの画家ラウル・デュフィ（1877–

1953）は、多くの挿絵本も残している。ギョーム・アポリネール

（1880–1918）の詩集『動物詩集あるいはオルフェウスとそのお供

たち』1（1911年刊）には木版画の挿絵を添え、ステファン・マラル

メ（1842–1898）の詩集『マドリガル』2（1920年刊）を石版画で彩り、

ウジェーヌ・モンフォール（1877–1936）の物語小説『美しい少女』3

（1930年刊）にはエッチングによる挿絵を施すなど、その技法は

多岐にわたる4。また『世界』5や『文学・芸術年鑑』6などの雑誌

にも絵を寄せていた7。

　画家としての活動初期から晩年まで生涯にわたり制作に携

わった挿絵本の数は50冊以上におよぶが8、その中で亡くなっ

た翌年に出版されたのが、本稿で紹介する『生命の水：花と果

物の精神』（以下、本書）である。本書はパリのベルナール・クライ

ン社から1954年に刊行された。当館は2018年に本作を新た

に収蔵したが、フランスの挿絵本の歴史を主題とした研究書や

展覧会カタログ、またデュフィの挿絵本について書かれた文献

においても本書は詳しく言及されておらず9、制作の背景や完

成までの過程は不明な点が多い。そこで本稿ではまず、本書の

概要を紹介するとともに、その成立過程を知る手がかりとなる

情報をまとめ、今後必要とされる調査を整理する。

2. 内容と挿絵

　本書はフランスの歴史学者ルネ・エロン・ド・ヴィルフォス（1903– 

1985）が文章を執筆したもので、そこにフランスの詩人ジョル

ジュ・デュアメル（1884–1966）が序文を寄せ、デュフィが挿絵を

担当した。300部限定で出版され、当館の所蔵本には169番の

エディション番号が付されている。日本を含む世界各国の酒や

様々な果実からつくられる蒸留酒を紹介するデュアメルの序文

に続き、「花と果実の精神」、「火酒」、「香油」、「酒と詩の女神」

といった4つの章により構成されている。挿図には表紙、口絵、

11枚の挿絵プレートと、各章の頭に挿入された5点の装飾画が

含まれ、技法にはポショワールとエッチングが用いられている。

目次と挿絵位置の関係は以下の通りである。

表紙絵《大地の果実》……fig.1

口絵プレート《作家の肖像》……fig.2

p.11–19「序文」

p.11装飾画《自然の楽園》……fig.3

挿絵プレート1《ムーラン・ド・ラ・ギャレット（ルノワールに倣っ

て）》……fig.4

p.23–27「花と果実の精神」

p.23装飾画《葡萄の収穫の最中》……fig.5

挿絵プレート2《生い茂る春の花》……fig.6

p.31–46「火酒」

p.31装飾画《小麦畑の脱穀機》……fig.7

挿絵プレート3《秋の葡萄畑》……fig.8

挿絵プレート4《赤く装飾された桃とサクランボ》……fig.9

挿絵プレート5《皺の寄った布の上の梨と白いポット》……

fig.10

挿絵プレート6《乾杯の時間》……fig.11

p.49–63「香油」

p.49装飾画《干し草に横たわって》……fig.12

挿絵プレート7《芳しき山》……fig.13

挿絵プレート8《黄金の額縁の前の金色の果物》……fig.14

挿絵プレート9《香草と薬草の原生林》……fig.15

挿絵プレート10《うっとりさせる花冠》……fig.16

p.67–70「酒と詩の女神」

p.67装飾画《芸術家の休憩》……fig.17

挿絵プレート11《豊満な恵み》……fig.18

　本書の原タイトル『Eaux-de-vie』とはフランス語で「生命の

水」を意味するが、ブランデーなどの蒸留酒を指す言葉でもあ

る。そしてその名の通り、本書は様々な角度から蒸留酒につい

て語られている書物である。コニャックなどフランス各地の蒸

留酒の生産地の名前を出しながら、蒸留酒に関する歴史的な

書物、発展の歩み、著名な生産者、格付け、材料や香りづけの

果実や薬草など話題は多方面におよぶ。また各地での蒸留酒

の製造にまつわる逸話や、作家や芸術家と酒の関わりについて
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も触れられており、ヴィルフォスの博識ぶりが窺える一冊となっ

ている。

　挿絵はしかし、書かれている内容と必ずしも合致するものと

はなっていない。果実、草花、酒を酌み交わす人 と々、蒸留酒と

関係するモティーフが描かれているものの、文章の内容そのも

のの図像化や、文章を補完するような説明的なイラストは見受

けられない。カタログ・レゾネに各挿絵が収録されていないか

調査したところ、水彩画・グワッシュ・パステルのカタログ・レゾ

ネ10に掲載されているパリ市立近代美術館の所蔵作品に、本書

の6点のプレートが極めて類似していることが判明した11。さら

に挿絵プレート6《乾杯の時間》（fig.11）と同図の作品が素描の

カタログ・レゾネ12に578番の作品《宴会》として掲載されており、

文献歴欄に本書が複製図版掲載先として記録されていること

が確認できた。そのためパリ市立近代美術館の所蔵作品に類

似するプレートや他の図版についても、既存の作品から複製し

て作成された可能性があると考えられる。本書はデュフィの死

後に刊行されていることからも、その可能性は充分にあり得る

と言えるだろう。同様にデュフィの死後に出された『強いられた

ヴァカンス』13（1956年刊）という挿絵本が存在するが、これも既

存の水彩画からの複製画を用いて制作されたものである。同

書は友人である詩人ロラン・ドルジュレス（1885–1973）によって

選ばれた原画が、版画師のジャック・ベルトラン（1874–1977）に

よって複製図版化された挿絵本となっている。そうした事例が

あることから、本書の挿絵も既存の水彩、グワッシュ、素描作

品の版画化であるだけでなく、その図の選択がデュフィの生前

に依頼され作家自身の手によってなされたのではなく、著者ヴィ

ルフォスによってなされた可能性も検討しなければならないだ

ろう。

　ポショワールによって制作された図版は、先述の既存作品と

の関連から、多くは、または全てが水彩画による下絵に基づく

と思われる。デュフィは1900年に故郷ル・アーヴルからパリへ

移り住み、美術学校へ入学した当初は印象派の画家たちに影響

を受け、1905年頃にはフォーヴィスムに傾倒し、1909年頃から

はセザンヌ（1839–1906）などのキュビスムに感化された絵を残

している14。水彩画を多く手がけるようになったのは1920年代

からで、ものの動きや瞬間の印象を逃さずに素早いタッチで捉

えるためであった15。軽快な筆づかいを可能にした水彩画の魅

力は油絵具の用い方にも影響を及ぼし、油彩画においても、色

をたっぷり厚塗りするフォーヴィスムの手法から、淡く自由に薄

塗りするように変化したという16。そうした自由な試みを経て、

1920年代から30年代にかけて、デュフィは線描から独立した

色彩の配置や形の様式化など独自の画風を確立していった17。

　本書のポショワール画においても、色は輪郭線に縛られる

ことなく自由に塗り拡げられており、快活な筆致と明るい色づ

かいから、1930年代以降に描かれた作品に基づくと思われ

る。先述の、関連が指摘できるパリ市立美術館所蔵の水彩画

6点は、1930年代後半から1950年前後に描かれている。また

本書図版には、デュフィの様々な線表現が見られることも特徴

である。例えば挿絵プレート11《豊満な恵み》（fig.18）を例に挙

げると、女性像の上半身には、平行する線によって影をつけるア

シュールという線描技法が用いられており、背景の家や建築物

はスピード感のある直線表現で描き込まれている一方で、画面

左や画面右上から伸びる枝は太く柔らかい曲線で表されてお

り、画面右下に目を向けると三角形や歪な四角形の記号の反復

描画により葉を表現している18。人物は幅と量感のある輪郭線

で象られているのと対照的に、人物足下手前に置かれた果実に

は細く軽い線が用いられている。本書の図版は、デュフィが独

自の画風を確立し、様々な線描表現を獲得した時代の作例とい

うことができるだろう。

3. 制作背景の手がかり

　では、本書はどういった目的で書かれ、なぜデュフィに挿絵

の依頼がされたのであろうか。それを明らかにする資料は見つ

けられていないが、いくつかの手がかりを本稿にまとめたい。

　まず本書の著者情報から確認すると、執筆者ヴィルフォスは

1926年にフランス国立古文書学校で古文書学の学位を取得し

た考古学者で、フランス、とくにパリの歴史に関する書物を多

数著しているなど、歴史家としての側面も持つ人物である。加

えて彼は、1930年に博物館担当試験に合格し、パリ市立プティ・

パレ美術館、パリ郊外のソー公園内にあるイル=ド=フランス

美術館やパリ3区にあるカルナヴァレ美術館の学芸員を歴任し、

展覧会の企画に従事した経歴をもつ19。デュフィに挿絵を依頼

するにいたった過程は不明で、さらにデュフィの生前に本書の

依頼をしていたかどうかの事実確認も必要であるが、学芸員と

いう職業背景から、同時代の作家たちとの交流に恵まれていた

ことは想像に難くない。その人脈は彼が著した他の挿絵本から

も推察することができる。ヴィルフォスは本書の他に、パリの風

景を切り取った藤田嗣治（1886–1968）の挿絵が添えられた『魅

せられたる河』20（1951年）、葡萄畑を牧歌的に描いたモーリス・

ブリアンション（1899–1979）の挿絵に彩られた『我らが葡萄畑

をめぐって』21（1956年刊）、モイーズ・キスリング（1891–1953）への

追悼の意を込めてキスリングの鮮やかな版画を挿絵とした『ボ

ヘミアン叙事詩』22（1959年刊）といった3冊の挿絵本を手がけた。

全てパリのベルナール・クライン社から刊行されている。こうし

た刊行物から、ヴィルフォスが同時代の、とくにエコール・ド・パ

リの作家たちと交流があったことが窺える。

　次に、同じくパリのベルナール・クライン社から出版されてい

る挿絵本『葡萄酒・花・炎』23（1952年刊）と先述の『我らが葡萄

畑をめぐって』、そして本書をあわせて「酒3部作」と名付けてい

る記載が本書の売立目録に多数見受けられることに注目した

い24。『葡萄酒・花・炎』は、詩人マックス・ジャコブ（1876–1944）
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などの作家が寄稿したワイン賛歌のテキストに、エコール・ド・

パリの画家による挿絵が添えられた挿絵本で、『我らが葡萄

畑をめぐって』は先述のとおり葡萄畑にまつわる挿絵本である。

本書が連作として計画されたものなのか、偶然同時期に類似

主題の書籍が続けて出されたに過ぎないものかを知るための

決定的な資料は見つかっていない。しかし本書の前後に続け

て酒関連の挿絵本が刊行されたという点は、本書成立の文脈

として一考の価値があるだろう。

　そこで、本書およびその関連書籍が刊行された1950年代と

いう時代に酒関連の出版物の刊行が続いた理由が何かあった

のか、時代を考察すると、フランスのワイン文化や飲酒文化とい

う観点から興味深い時期であることが見えてくる。フランスは

キリスト教のミサでの使用などを背景に古くからワイン文化を

紡いできたが、19世紀に大流行した葡萄畑の病害やその後の

大戦と世界恐慌による不景気により、20世紀前半、劣悪なワイ

ンが市場にあふれるという状況が深刻化していた。そこで政府

は原産地を統制するなどの法整備によりワインの品質管理や

ブランド化を徹底し、ワインの質を高めた25。一方で生産販売

者はワインをボトルにつめてラベルや広告にも工夫を施すこと

で、フランスワインのイメージを質の良い洗練されたイメージへ

と向上させることに努めていたという。そうしたプロモーション

の一環で、ワイン商が芸術家に小冊子の作成を依頼し、芸術の

力を借りてワインのイメージ構築を図った事例も見られる。そ

のひとつ、フランスのワイン商の老舗「ニコラ」が上客たちに配布

するために制作した挿絵本『我が医師：葡萄酒』26（1936年刊）の

挿絵を依頼されたのは、他でもないデュフィであった。同書は

ワインが身体や心の健康にいかに良いかを説明した、購買促進

のための絵本であるが、洒落た都市の生活を明るい色で生き生

きと描くデュフィの絵の雰囲気は、ワインに洗練されたイメージ

をもたらしたい販売者にとってまさに相応しいものと思われた

であろう27。本書の直接的な制作理由とはならないが、国家レ

ベルの取り組みやワイン業界の努力によってワイン文化が盛り

上がり、またその影響が芸術家たちにも及んだ時代の延長線

上にあった時期に本書が刊行されているという事実は、本書刊

行の意義を探る上でも重要な要素であると考えられる。

4. おわりに

　以上、著者ヴィルフォスの著述活動や人脈、同著者の作品を

含む3つの挿絵本「酒3部作」の存在、そうした一連の作品が出

版された時代背景を鑑みて、本書成立の背景を詳らかにするた

めに今後求められる調査課題を整理する。第一に、ヴィルフォ

スが執筆した他の著作や資料を調査することで、著者の思考を

追い、執筆の目的を追究することである。第二には、本書挿絵

の複製元と思われる作品について調査することであり、本書と

その作品との関連性を導き出すことで、本書の制作過程が垣間

見えることを期待する。第三に、デュフィや刊行元であるベル

ナール・クライン関連のアーカイヴ資料を調査し、そこに制作の

背景を語る記録が残されていないか調べることが求められる。

挿絵はデュフィ自身が選んだものなのか、また「酒3部作」と謳

われることのある3冊が本当にシリーズとして意図されたのかど

うかを、残された資料から読み解いていきたい。そして最後に、

本書が誕生した背景でありまた本書が受容された時代ともなる

20世紀のフランスにおけるワインや飲酒文化の動向についても

より深く考察し、同時代の作家の芸術活動や出版業界との関わ

りを分析することも課題である。ワインの新しいイメージが戦

略的に流布され更新されていく中で、それに芸術家たちがどう

反応し、またそのイメージ形成に芸術家たちがどのようなかた

ちで起用されたのかを調査することで、経済や社会と芸術の関

わり、そこでの書物の役割を紐解いていくことを目指したい。

（公益財団法人石橋財団 アーティゾン美術館 司書）
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fig.3
《自然の楽園》
エッチング
Le Paradis de la Nature

Etching

ラウル・デュフィ
『生命の水：花と果物の精神』
（ルネ・エロン・ド・ヴィルフォス著）
のための挿絵
1954 年刊
石橋財団アーティゾン美術館

Raoul DUFY
Illustration for “Eaux-de-vie : 

Esprit de la Fleur et du Fruit” 
(Text by René Héron de 
Villefosse)
Published in 1954
Artizon Museum, Ishibashi 
Foundation, Tokyo

fig.1
《大地の果実》
エッチング
Les Fruits de la Terre

Etching

fig.5
《葡萄の収穫の最中》
エッチング
Vendanges en Cours

Etching

fig.4
《ムーラン・ド・ラ・ギャレット（ルノワールに倣って）》
ポショワール
Le Moulin de la Galette (d’après Renoir)
Pochoir

fig.6
《生い茂る春の花》
ポショワール
Folles Fleurs du Printemps

Pochoir

fig.2
《作家の肖像》
ポショワール
Portrait de L’Artiste

Pochoir
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fig.7
《小麦畑の脱穀機》
エッチング
Batteuse dans les Blés

Etching

fig.9
《赤く装飾された桃とサクランボ》
ポショワール
Pêches et Cerises au Rouge Décor

Pochoir

fig.10
《皺の寄った布の上の梨と白いポット》
ポショワール
Poires et Pot Blanc sur la Nappe Froissée

Pochoir

fig.11
《乾杯の時間》
エッチング
L’Heure des Toasts

Etching

fig.12
《干し草に横たわって》
エッチング
Couchés dans le Foin

Etching

fig.8
《秋の葡萄畑》
ポショワール
Vignes D’Automne

Pochoir



68    |   

fig.13
《芳しき山》
ポショワール
Les Monts Odorants

Pochoir

fig.14
《黄金の額縁の前の金色の果物》
ポショワール
Fruits Vermeils au Cadre Doré

Pochoir

fig.15
《香草と薬草の原生林》
ポショワール
Forêt Vierge D’Herbes et de Simples

Pochoir

fig.16
《うっとりさせる花冠》
ポショワール
Enivrantes Corolles

Pochoir

fig.18
《豊満な恵み》
ポショワール
Les Grâces Épanouies

Pochoir

fig.17
《芸術家の休憩》
エッチング
Le Repos de L’Artiste

Etching


